
































































































































Case 1 2 3 4 5 6 7 8
ル（℃／km） 710 7．O 8．O 6．0 7．O 7．0 Case7はCase1の　　　　　　　　　　　　　　，
〃例（℃） 1．5 2．0 1．O 1．5 1．5 1．5 Case8はCase6の，













































































































































































































































































































































































CaSe 〃帆（℃） r艘（。c／km） r砒（km） T。（min） 丁虐（min） P（mm）
1 1．5 7．0 4．25 36 34 一
2 2．O 7．O 4．25 33 60 2．3
3 1．0 8．O 4．25 39 ＞41 ＞4．4
4 1．5 6．O 4．25 i 一 ．5 1，5 7．O 2．O 25 10 一
6 1．5 7．O 8，O 61 49 一
■ ■■＿　　　　　　　　　　　一■　山7 case130min 7 63 O．3
8 ＝ case630min ■■ 37 34 一■
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度に大きく依存していることがわかる．
　〃肌や几が異なったcase1～case3では，形成された積雲の発達程度が大きく異たった．
しかし雲が形成された時刻には大差は無い．一方，高温域の半径～が異なるcase5やcase6
では積雲が形成される時問が大きく違っている．んをcase1のほぼ半分としたcase5で
は，case1より11分早い25分に雲が形成された．この雲は小さく，寿命も10分と短い．他
方，7刎をcase1のほぼ2倍としたcase6では，case1より25分遅い61分に雲が形成され
た．この雲は地表に降水をもたらすまでには成長しなかったが，寿命は49分と長かった．
　case1の，雲が形成される6分前の30分の状態を初期状態とし，高温域の大きさが変化し
ないよう地表の気温を一定としたcase7では，形成された雲はよく発達L，地表に雨をも
たらし，寿命も63分と長かった．case1の結果と比較するとcase7での積雲の発達は顕著
である．一方，高温域の大きいcase6の30分の状態を初期状態とし，高温域の大きさが変
化しないよう地表の気温を一定としたcase8では，雲は形成されたが，その雲はcase6に
おげるほど発達せず，寿命も34分とcase6より15分短かった．つまり，地表の高温域を一
定に保つように供給された熱ニネルギーは，case7では形成された積雲がより発達するよう
作用したが，高温域がcase7より大きいcase8では積雲の発達を抑制するように作用し
た．
　case5～case8の結果は，より広い高温域に伴う局地循環は，大気成層を対流雲の形成や
その後の発達にとって必ずしもより好ましい状態を作り出すとは隈らないことを示してい
る．この現象は，積雲対流におげる卓越する規模の問題と多くの類似点があると考えられ
る．理論的な説明は将来に残しておくとして，高温域の広さの影響は，現象論的には次のよ
うに説明される．
　より狭い高温域は，より狭い領域により激しい運動を伴う局地循環を生じる．半径2km程
度の狭い高温坤は短時問のうちに大きな上昇流を中心部に形成し，多くの水蒸気を中心部に
集める．この結果，雲が早い時問に形成されるが，この雲は小さく短命である．一方，半径
が8km程度の広い高温域は非常に緩やかな運動を大きな領域に伴う．中心に向かう空気の
移流が高温域の気温を端から徐々に下げることになり，地表気温の低下を止めるようなエネ
ルギーの供給が無い場合には，時聞がたつにつれて実質的な高温域は縮小していく．局地循
環はより狭い領域でより激しい運動となり，ついには中心部に多くの水蒸気が集積され大き
な上昇流が生じ，積雲が形成される．また，もし移流による気温の低下を止めるよう熱エネ
ルギーが供給されると，高温域の大きさに見合った激しさの局地循環が継続することにな
る．このため，広い高温域に伴う局地循環が作る成層は，必ずしも積雲が形成されやすい状
態でなく，その後の発達に適しているものでは無いことになる．
　最後に，ここで得た数値実験の結果から，都市のヒートアイラソドと積雲の形成・発達と
の関係を考察しておく．
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高温域による積雲の形成の数値実験一米谷
　3m／s程度の一般風があっても，都市のヒートアイラソドによる循環は消滅しないL無風
の場合との差も大きくないと考えられている（河村，1979）．また，現状の東京にほぽ相当
する0．2ca1／（cm2・min）だけ大気が加熱されると，一辺が10kmの都市域の中心部での昇
温は2．4℃になる（科学技術庁資源調査会，1976）．さらに，大気成層の状態も数値モデル
の最後の節で述べたように，実際の観測データを基にしている．これらのことから，case1
～case3の状態，中心部と周辺との気温差が1℃～2℃で半径が4km程度の高温域は実際
の都市のヒートァイラソドを単純化したモデルと考えても大きな問題はない．したがって，
大気成層がやや不安定で風が弱い場合という限られた条件下ではあるが，中心部で周辺より
1℃位気温が高く，半径4km程度の都市のヒートァイラソドは積雲を形成すると考られる．
　現実の都市では大きな規模の都市ほど都心と郊外との気温差は大きいのが一般的である．
しかしながら，都市内外の気温差は人口と関係の深いことが一般に認められている（河村，
1979）が，都市の水平規模と気温差の関係や気温差の日変化などはまだ明確になっていな
い．都市の規模とヒートァイラソドの大きさの関係については，ヒートァイラソドの形成機
構にも関係してくる問題であり，この事に関しては未解決の項目が多くある．したがって，
積雲の形成とその後の発達に及ぽす都市の規模の影響についての結論は出せない．ただし，
高温域の半径の影響を調べたcase5～case8の結果から，都市の規模の影響についてはスケ
ールの問題が介在しており，積雲の形成とその後の発達について，より大規模な都市がより
顕著な影響を及ぼすとは限らなことは指摘できる．
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